
















まえがき

　血色素分子を構成するサブユニットすなわちα,β,γ,δ-polypeptide 鎖上

においてアミノ酸置換(Amino acid substitution)を生じたものを異常血色素

症という。これは血色素構造遺伝子の RNAeodon 中の塩基の取り違えの結果特

定アミノ酸を他のアミノ酸に取り違えることになったものである。核酸塩基取

り違えが唯一個の codon 人ついて,またその codon を構成している 3 個の塩基

のうち僅か一個が変換されるためであり、これを one point mutation とよぶ

が,このような突然変異は人の一世代に 1.5×15-5 回という低い出現頻度で起

こるとされている。1)


